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人 権

集
特防災意識とともに、

　　　　　　人権意識を高めよう！

　

最
近
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
は
ま
す

ま
す
高
ま
り
、
地
域
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
南
国
市
で
も
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
や
備
蓄
品
の
整
備
な

ど
、
防
災
や
減
災
、
ま
た
復
興
期
を
見
据
え
た

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
と
い
え
ば
、
地
震
災
害
や
、
台
風
な
ど

に
よ
る
風
水
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
こ
う

し
た
災
害
時
に
は
、
周
囲
の
人
と
の
助
け
合
い

や
、
お
互
い
へ
の
思
い
や
り
が
重
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

　

し
か
し
、
非
常
時
に
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
て
い
く
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

災害　
と

　人権
子育て家庭への配慮の欠如

災害弱者の避難

プライバシーの問題

風評被害やデマ 避難所ストレスによる対人トラブル

災害が起こった時には、さまざまな場面で支援が必要な方がおり、他の人より多くの困難に苦
しむ場合があるといわれています。
　例えば…
　　●子どもや高齢者、また体の不自由な方などには、避難の段階から支援が必要となる場合

があります。
　　●避難所のトイレ（和式）が不便だったり、少しの段差でもストレスになる場合があります。
　　●視聴覚障害のある方や外国人の方にとって、避難所でさまざまな情報を得ることが困難

な場合があります。
他にも、さまざまな場面が考えられます。皆さんの身近なところに、災害時に配慮や支援が必
要な方はいないか、また、どのような配慮や支援が必要か、日頃から考えておくことも大切な
ことかもしれません。

　

災
害
時
に
は
、
多
く
の
人
が
傷
つ
き
、
困
難
を
感
じ
、
た
く
さ

ん
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
た
め
、
周
り
を
顧
み
る
余
裕
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
部
の
人
だ
け
が
何
か

を
我
慢
し
て
い
る
状
況
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
う
中
で
も
、
お
互
い
を
少
し
で
も
思
い
や
り
、
共
感
し

合
い
、
優
し
さ
を
持
っ
て
災
害
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
、
私

た
ち
は
、
日
頃
か
ら
周
り
の
人
に
対
す
る
思
い
や
り
の
心
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

「
災
害
」
と
「
人
権
」
は
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
人

権
意
識
を
高
め
る
こ
と
も
、
「
災
害
へ
の
備
え
」
の
一
つ
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

被
害
者
に
も

　
　

加
害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め
に

防災意識とともに、

　　　　　　人権意識を高めよう！

　避難所では、妊産婦への配慮が行き届かず、乳幼児の授乳
スペースや育児スペースが確保されにくかったり、乳幼児の
夜泣きが原因で避難所に居づらくなってしまう場合がありま
した。
　また、避難所生活の中で、女性に対する暴力や性的いやが
らせが発生しています。

女性に対する人権侵害

　避難所の中で、ストレスによる
大人たちのいざこざを見て、心に
傷を残してしまうケースや、避難
所生活のストレスから子どもに対
する暴力が発生したケースもあり
ます。

子どもに対する人権侵害

※人権特集は、人権週間（12月４日～10日）にちなんで、毎年12月号に掲載しています。

■問い合わせ／人権啓発広報委員会　☎８８０－６５６９

災害時という非日常の中では、被災者・支援者などの立場に関係なく、そのストレスの矛先が周囲
の人に向かってしまい、誰もが簡単に被害者にも加害者にもなってしまう可能性があります。知ら
ず知らずのうちに誰かを傷つけていたり、家族や大切な人が嫌な思いをしてしまうかもしれません。

東日本大震災の時には、次のような事例も起こっています。

災害時の人権課題って
どんなことがあるがや
ろう？他にも、嫌な思
いをしてしまうことが
あるかもしれんき！

日頃できてないことは、と
っさにはできんがよ。
だからこそ、みんなが嫌な
思いをせんように、人権も
防災も、日頃からの心がけ
がすごく大事ながで！

なんこく防災くん

災 害 時 に 配 慮 が 必 要 な 方


